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第２回 第４期藤沢市教育振興基本計画策定委員会 会議録  

 

                日 時  2024年(令和６年)６月28日(金) 

                     午後３時00分～４時46分 

                場 所  藤沢市役所本庁舎３階 ３－３会議室 

    

 

 

１ 開会  

 （１）基本方針及び施策の柱について 

 （２）素案について 

 （３）その他 

 

２ その他 

 次回予定 2024年（令和６年）７月10日（水）午前10時00分～ 

      藤沢市役所本庁舎３階 ３－３会議室 
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策定委員会副委員長  渡邊 泰典  （多摩大学グローバルスタディーズ学部 教授） 

策定委員会委員    今福 美佐子 （学校・家庭・地域連携推進会議会長会） 

           福家 大輔  （藤沢の子どもたちのためにつながる会） 
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           吉田  功  （教育総務課上級主査） 

 

【欠席者】 
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午後３時00分 開始 

 

事務局      皆様、こんにちは。本日は、お忙しい中、お集まりいただきまして、

まことにありがとうございます。 

         この藤沢市教育振興基本計画策定委員会は、設置要綱第６条３項の規

定により、委員の過半数の出席がなければ、会議を開くことはではない

とされております。 

本日は、白浜養護学校の澤野委員から、ご欠席の連絡をいただいてお

りまして、委員10名のうち出席９名で、過半数の出席をいただいており

ますので、会議は成立しておりますことをご報告いたします。 

なお、第１回策定委員会の議事録は、データまたはお手元にお配りし

ております。事前に内容をご確認いたただいておりますが、議事録は、

公開することとなっておりますので、修正等がございましたら、会議終

了後に、事務局へお知らせください。 

よろしくお願いいたします。 

それでは、ここから、藤井委員長に進行をお願いいたします。 

 

１ 開会 

 

委員長      それでは、皆さん、どうぞよろしくお願いいたします。 

この策定委員会は、「藤沢市情報公開条例第30条」の規定により、審議

会は公開が原則となっております。 

したがいまして、この策定委員会は、原則として公開といたします。

ただし、会議を公開することにより、当該会議の適正な運営に著しい支

障が生ずると認められる場合がありましたら、その都度、皆様にお諮り

して決めてまいりたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声） 

それでは、そのような扱いとさせていただきます。 

次に、「藤沢市審議会等の会議の公開に関する要綱第６条第１項」の規

定により、会議資料につきましては、原則として、傍聴者の閲覧に供す

ることとされておりますが、傍聴者に対して、会議資料を配付すること

についてご異議はございませんか。 

（「異議なし」の声） 

ご異議がありませんので、そのような取扱いとさせていただきます。 

また、会議録は、事務局で作成し、公開してまいりたいと考えており

ますので、よろしくお願いいたします。 
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なお、傍聴者数に関しましては、「藤沢市教育振興基本計画策定委員会

傍聴規程第３条」において、「会議室の広さに応じ、会議の運営に支障を

生じない範囲で、会議の都度、委員長が決める。」とありますので、本日

の会議では10名とさせていただきます。 

ご異議はございませんか。 

（「異議なし」の声） 

事務局、傍聴者はおりますでしょうか。 

事務局      傍聴者はおりません。 

÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷ 

委員長      それでは、ただいまから、「第２回 第４期藤沢市教育振興基本計画策

定委員会」を開会いたします。 

         お手元の「次第」に沿いまして、議事を進めてまいりたいと思います。 

 

（１）基本方針及び施策の柱について 

 

委員長      それでは、まず、（１）の「基本方針及び施策の柱について」、事務局

より、説明をお願いいたします。 

事務局      それでは、よろしくお願いいたします。 

          （１）「基本方針及び施策の柱について」の説明です。まず、資料１を

ごらんください。 

         資料１は、前回の第１回策定委員会でいただいた主な意見を、内容ご

とにまとめた資料となっております。文末の（ ）ですけれども、議事録

のページを示しております。 

         なお、先ほど説明がありました議事録は、資料６につけさせていただ

いておりますので、ごらんいただければと思います。 

         前回いただいた意見の中で、特に多かったご意見が、１の「教員の人

材育成について」と、９の「生涯学習・地域コミュニティの充実」でご

ざいました。 

         １の「教員の人材育成」に関しましては、「学校が組織として動いて対

応するためのリーダーの育成」、「教職員のスキルやノウハウなどの継承

の難しさ」といったようなものが挙げられておりました。 

         ９の「生涯学習・地域コミュニティの充実」におきましては、「孤立し

ない様々な居場所づくり」、「互いの違いを認め合う」、「人生100年時代に

おける、学べる機会の提供」などが挙げられておりましたので、まとめ

させていただいております。 

         続きまして、資料の２をごらんください。資料２は、前回の主なご意
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見を整理した資料となっております。 

         ＜第３期計画における主な課題＞を、次のように整理いたしました。 

         「子どもを取り巻く環境の多様化・複雑化」、「教員の人材育成・人材

確保・組織力の強化」、「様々なニーズに対応する支援教育の充実」、「学

校施設の老朽化とニーズに対応した教育環境の整備」、「教職員の多忙化」、

「学びのセーフティネットの構築」、「人生100年時代を見据えた生涯学習

の場づくり」、「保護者や子どもたちが安心して生活できる地域づくり」

となっております。 

         また、＜社会情勢の変化＞につきましては、次のものを記載いたしま

した。 

         「急速な技術革新」、「グローバル化の進展」、「情報過多」、「働き方改

革の推進」、「学び直し（リカレント教育）」、「ＳＤＧｓ」等、これを受け

た第４期の方向性が、矢印の下で示されているものになります。 

         ＜第４期計画策定に向けた方向性＞です。 

第３期計画策定時に、本市における教育の課題を整理し、その解決に

向けて多くの取組を実施してきました。計画に位置づけた106事業の自己

評価を集計すると、2023年度（令和５年度）末で、目標を上回った事業

は５事業、概ね達成した事業は96事業となっており、一定の成果を上げ

ております。 

これらのことから、第４期計画の策定に当たり、基本理念については

継承し、上記のように、＜課題＞及び＜社会情勢の変化＞を整理するこ

とにより、３つの目標や基本方針、施策の柱が、新たな課題に対応する

ため、言葉の整理をすることとしております。 

これを受けまして、基本方針及び施策の柱を、事務局として整理した

のが資料３となっております。 

こちらは、事前送付したものから改定版ということで、２日前に再送

させていただいたものだと思いますけれども、第４期計画のみを記載し

た基本方針及び柱、趣旨の検討資料となっております。 

各基本方針の下段の【 】につきましては、基本方針が何に係る部分な

のかを示したものですので、参照までに記載させていただいたものにな

ります。 

今回、こちらにおきまして、左から２つ目の、〈３つの目標〉ですが、

「藤沢っ子」という言葉が入っておりましたけれども、毎回、注釈が必

要な部分であるため、削除をさせていただいております。それによりま

して、「一人ひとりの夢を育み、未来を拓く子どもを育成する」としてお

ります。 
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そして、〈基本方針と施策の柱〉についてですが、国のコンセプトであ

る「持続可能な社会の創り手」や「日本社会に根差したウェルビーイン

グ」にある「持続可能」や「ウェルビーイング」というキーワードを盛

り込むことを検討しておりましたが、〈方針及び柱〉が端的に分かりやす

くまとまっていることから、無理に盛り込むことはせず、「藤沢っ子」の

削除以外、変更しないことといたしました。 

なお、〈趣旨〉や説明文の中では、「持続可能」や「ウェルビーイング」

という言葉を使用し、藤沢市でも、それらを実現していけるようにして

いきたいと思っております。 

また、〈基本方針〉の５にあります「すべての子ども・若者」というと

ころですが、前回（第１回）でもご質問がありました、「子ども・若者」

の年齢についてですけれども、この計画に係る「子ども・若者」は「39

歳まで」としておりまして、そのような形で考えていきたいと思います。 

以上のように整理いたしましたので、ご協議いただきますよう、よろ

しくお願いいたします。 

委員長      ありがとうございました。 

         今の説明に対し、ご質問はありますでしょうか。――よろしいでしょ

うか。 

（質問等：なし） 

それでは、５つの基本方針につきまして、一つ一つ見ていき、最後に

全体について確認をしたいと思います。 

資料２にあるように、＜第３期計画策定時における課題＞と＜社会情

勢の変化＞を踏まえた方向性を、事務局がまとめております。 

これを受けて、〈基本方針と施策の柱〉を確認し、〈趣旨〉を修正した

とのことですが、基本方針の妥当性、施策の柱が、基本方針を実現する

ためのものになっているか、趣旨はわかりやすいかについて協議したい

と思います。 

それでは、〈基本方針１〉「ともに学び多くの人とかかわり合いながら

自立する子どもを育成します」、から見ていきたいと思います。 

〈施策の柱〉は、①確かな学力の向上、②豊かな心を育む教育の推進、

③健やかな体を育む教育の推進、④一人ひとりのニーズに対する教育の

推進、⑤熱意と指導力のある教員の育成、となっております。 

こちらにつきまして、いかがでしょうか。 

委員       学校の立場から話をさせていただきます。 

         まず、１の柱は、とても大切なものでありまして、この５つの施策は、

どの施策も学校教育にとって、大変重要であると思っております。 
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         その中で、〈趣旨〉を読みまして、幾つか意見をさせていただきます。 

         まず、②豊かな心を育む教育の推進、の最後にある「いじめをしない、

させない、許さない社会の実現」、これは、学校にとっても大変大切であ

り、子どもたちに指導をしているところです。 

         ただ、この「いじめをしない、させない、許さない社会」にするため

には、やはり個々の人権感覚を育むことが大変重要になってくると思い

ます。一人ひとり立場が違う、人種が違う、そして考え方が違う、そう

であっても、個々の人となり、そして考え方を大切にしていく人権感覚

を磨くことが、やはり大変重要であると思っていますので、この文章の

中のどこかに「人権感覚を育む」という文章があると、なおよいかなと

思いました。 

         ２つ目は、④一人ひとりのニーズに対する教育の推進、です。この「一

人ひとりのニーズ」というのは、障がいがあるなしにかかわらず、その

子に合った教育を進める必要があるという内容のことだと思います。 

事務局から、「教育のウェルビーイングの向上」という言葉が出てきま

したけれども、もっと、より具体の言葉があるといいかなと思いました。 

         例えば指導支援を行うために、個々に応じた指導方法の工夫、改善で

あったり、多様な学びの場の提供であったり、人的な配置というところ

で、具体がもう少しあったほうが、より伝わるのかなと考えました。 

         ３つ目ですけれども、⑤熱意と指導力のある教員の育成、こちらは、

前回も、教員の育成というところでは課題になっていることをお話しさ

せていただきましたが、人材育成基本方針に基づいて、経験に合わせて

キャリアステージごとの研修は、今現在も市でやっていただいていると

ころです。 

         このキャリアステージごとの研修だけではなくて、今、様々教育課題

がたくさんあり、やはりそれに応じた指導をしていく力が必要になって

きます。ですので、研修というところの、キャリアステージごとの研修

のみならず、教育課題に対応した研修も、現在行われていると思われま

すので、今後も、その教育課題というところを捉えていただき、それに

合った研修の企画を入れていただければいいなと思いました。 

         以上です。 

委員長      ありがとうございます。 

         続けていかがでしょうか。 

副委員長     今、委員がおっしゃったこととも、少し関連しますが、私が気になっ

ているところは、前回お話ししたところでもありますけれども、「特別の

支援」ということは、この中に入っていますし、「障がいのあるなしにか
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かわらず」ということも入っていますが、今、学生を見ていると、結局、

学校は集団生活、マスに対する教育の場であるわけですから、その中で、

通常の教育課程の中で、例えば学習指導要領を踏まえた、それぞれの学

年ごとの学力の目標というのは、恐らくあるとは思いますけれども、そ

うした目標を、学校という場で達成していこうとしていく中で、ついて

いけない、こぼれてしまう子たちは、どうしても出てくる。 

そうすると、そうした子たちに対する支援が、例えば個別に少し時間

をとって、あるいは人を配置してマンツーマンで見ることができると、

それはすばらしいことだと思いますけれども、そういった支援が、決し

て特別なことではなくて、普通――どこまでが普通なのかという問題は、

もちろんありますが、普通に学校に通って、普通に授業に出てみんなと

一緒に勉強をしているだけでも、好きなこと、苦手なこといろいろある

と思いますけれども、そうした中で、どうしてもわからなくなって、学

校の授業についていけなくなったりというのは、これは普通に起こって

しまうことなんだよと。 

         ただ、そういったときに支援を必要とするというのは、別に特別なこ

とでも何でもなくて、学校という場の通常の活動の範囲内で、そうした

少しこぼれてしまった子に対するフォローをやっていかないといけない。 

         それから、そうした支援を受ける側にとっても、そういうのが負い目

になるようなことであってはいけないと思うんですよね。 

ですから、そういったことは普通の、ふだんの学校の生活の中で起こ

ることだし、そういうのをサポートしてもらうことは全然変なことでも

何でもないんだから、どんどんどんどん利用してくださいというのを、

児童生徒はもちろんですし、親御さんに対しても積極的に、もうちょっ

とアピールしていくような必要があるのかなと思います。 

         なので、先ほど、もうちょっと具体的な文言があるといいとおっしゃ

っていましたけれども、僕も、その点に関しても非常に賛成で、具体的

に学校からのアプローチとして、こういったことをもっと積極的にやり

ますよということは書いてもいいのではないかと思いました。 

         それから、もう一つ、教員の育成に関して、さっきちょっと、〈基本方

針〉のところではなくて、「基本計画 素案」のところで、年齢別の教員

数のグラフがあって、６ページですかね、2018年度と2023年度の年齢別

のグラフがあって、これをジーッと眺めていて、上のグラフが、５年た

って、それが５つ横にずれるだけではなくて、20代から30代にかけて新

しく入ってくる人も結構いるんだなというのを見ていたのですが、それ

にしても、2023年度の20代前半の22、23、24歳あたりの人数は、やはり
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結構少なくて、これは、後から入ってくる人もいるとは言え、これがや

はり基本になるわけですから、今考えている基本計画の終わりは2029年

度となるわけですけれども、これが、５年後という話になったときに、

20代後半ぐらいで、これから次の基本計画では、恐らく主力として頑張

ってもらわないといけない世代ですから、これが、今の段階だと、今我々

が考えている基本計画が終わったときに、そこから30代にかかってくる

人たちの人数はかなり少なくなってしまうことが予想されます。 

         だから、次の基本計画を考えるときに、問題点として、要するにこれ

からの30代の人数が少ないという問題点が、多分ここに書かれることに

なると思うんですよね。 

         それを考えると、そこまでの橋渡しを、今の段階で少し考えておく必

要があるのではないか、次の計画の段階では、恐らく30代ぐらいの人た

ちが少なくなってくるかもしれないので、それに合わせた教育計画はど

ういうものがいいのか、あるいは学校での人の配置とか人の使い方を、

少し考える必要もあるのかもしれないのですが、そういった、少し先を

見据えた教育計画とか研修計画も必要なのではないかと思いました。 

         以上です。 

委員長      ありがとうございます。 

         ほかにいかがでしょうか。――私から、事務局に質問ですけれども、

〈基本方針及び施策の柱〉の表現ですが、こちらは、学校教育の方向性

や方針ということかと思います。そうする、「ともに学び、多くの人とか

かわり合いながら」というのは、これは、学校教育の中で、「子どもたち

がともに学び、多くの人とかかわり合いながら」ということでしょうか。

それとも、教員も含めて、「ともに学び、多くの人と」ということでしょ

うか。近年、学校教育にかかわるアクターの多様化も言われているとこ

ろがあるかと思いますけれども、そうしたことも踏まえた表現なのでし

ょうか。 

         「ともに学び、多くの人とかかわり合いながら」というところの内実

と言いますか、どういったことが範囲となっているのか、ご説明いただ

けますでしょうか。 

事務局      「子どもを育成する」とも言いますが、教員も、という視点は、やは

り必要かなと。教員である大人が、地域の人とどうかかわっているのか

を見る中で、子どもたちが学ぶこともありますので、教員としても、人

とのかかわり方というところは、これから身につけていかなければいけ

ないところではあるかなと思っております。――失礼いたしました。「素

案」のほうの「施策の柱」の中では18ページ、あるいは資料３の〈基本
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方針１〉の②豊かな心を育む教育の推進、にありますが、下から２行目

のところで、「市全体で力をあわせて……」という文言もありますので、

教育にかかわる人も市もすべて、というような形で捉えていただくとよ

いのかと思います。 

委員長      ありがとうございます。そうしますと、「教育にかかわる全ての人」と

いうことは、教員だけではないという理解でよろしいでしょうか。 

事務局      はい。 

委員長      その場合、現在、流動化が激しい社会と言われており、様々な教育の

施策が進む中で、今後、教育にかかわる人が替わっていくことも盛り込

んでいるという理解でよろしいですか。 

事務局      はい。 

委員長      ありがとうございます。 

         そうしましたら、これから、学校教育にかかわる多様な人たちが、か

かわりやすくなるような形での表現ですとか、そうした趣旨といったも

のが読み取れるような形であれば、なおいいのではないかと思いました。 

         ほかはいかがでしょうか。 

委員       質問ですが、③健やかな体を育む教育の推進、とありますが、食のこ

とも、とても大事だと思いますけれども、これは、〈趣旨〉説明のところ

にある「健康や体力を育む教育を推進します。」のところに含まれている

と考えればよろしいのでしょうか。 

食育とか、そういうものは、特には出さないということでしょうかね。

教えていただければと思います。 

事務局      ③健やかな体を育む教育の推進、に関しましては、今現在も、学校給

食を通しての食育推進は行っておりますので、第４期においても継続を

していくということで、食育に関しても盛り込まれていると考えており

ます。 

委員       わかりました。ありがとうございます。 

委員長      ほかはいかがでしょうか。 

委員       ④一人ひとりのニーズに対する教育の推進、の〈趣旨〉のところでは、

元来、多くの人とかかわり合いながら、ということで、先ほどあったと

おり、教員のみの動きで、こういう一人ひとりのニーズに対する教育の

推進を行っていくということではないと、自分では認識しているのです

が、そうであれば、〈趣旨〉の部分で、「適切な指導・支援を行うことが

できるような教育のウェルビーイングの向上を推進します。」というのだ

と、教育現場で、それを行っていくというイメージがとても強くて、ほ

かの地域や様々なところと協力しながらというところが、ちょっと薄く
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感じるなと思っています。 

         それで、「素案」でも、「一人ひとりの教育的ニーズに応じた支援・指

導や……」というふうに分けているところもあるので、そこのところを

分けて書いて、より協力していきながらという姿勢を強調していくとい

いのかなと思います。 

         以上です。 

委員長      ありがとうございます。 

         ほかはいかがでしょうか。――よろしいでしょうか。 

（質問、意見等：なし） 

         そうしましたら、次に、〈基本方針２〉の「安全・安心で、学びを支え

る学校づくりを進めます」、〈施策の柱〉は３つで、①命を守る教育の推

進、②安全・安心で快適な学校施設等の整備、③学びを支える質の高い

教育環境の整備」となっております。 

         こちらは、学校の施設に関することでもございますので、学校の関係

者の方々から、何かご意見があればとも思うのですが、いかがですか。 

委員       ２番の、「安全・安心で、学びを支える学校づくりを進めます」の中の

①命を守る教育の推進、とありますが、教育の推進ということは、子ど

もたちに、いざというときに自分たちでどう行動をしなければいけない

かということを教えたり、考えさせたりする機会をつくるところだと思

います。 

         ただ、その前に、やはり②安全・安心で快適な学校施設等の整備、と

書かれていて、設備面で、ハードの部分で書かれていますけれども、そ

の前に、①命を守る教育の推進、では、学校としては、いろいろな防災

計画をしっかり立てて、計画的に、子どもたちと一緒に非難訓練をした

り、引き取り訓練をしたりというところがあり、また、何かあったとき

の教員の役割も、様々にしっかり持っているところです。 

         ですので、それを考えたときに、子どもたちの教育だけではなくて、

命を守るためには、やはり防災計画をしっかりと持つこと、プラス子ど

もたちへの教育というところで、これまでの施策でも入っていなかった

ようですが、そのあたりは、検討が必要かなと思いました。 

         なので、「命を守る防災計画及び教育の推進」とするのか、そのあたり

は、まだはっきりと言葉は考えていないのですが、〈趣旨〉の中に、これ

を盛り込めればいいかなと思っておりまして、まず、そもそも教職員が

命への意識を高めることは、これは、本当に基本の基本として、私たち

持っているものだと認識はしております。 

         なので、これをあえて入れるのか、それとも、もう一歩、学校では教
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職員が危機管理意識を持つことが大変重要だと思っていますので、その

「危機管理意識を高める」ということであったり、あとは、先ほど申し

上げたように、「学校の実態、地域の実態に合わせた防災計画の見直しを

図る」とか、「徹底を図る」とか、何かそういったことも入れるべきなの

かどうか、これは、私個人の意見でありますけれども、そのように考え

ました。 

         以上です。 

委員長      ありがとうございます。 

         ほかはいかがでしょうか。 

副委員長     それでは、１点だけ、〈基本方針２〉で、私が気になったのは、③学び

を支える質の高い教育環境の整備、のところで、「学校適正規模・適正配

置」の話は書いてありますけれども、「少人数学級」とか、「適正な学級

規模」というのは入っていないので、それは、入っていなくてもやるの

は当たり前のことだという話なのか、あるいは、やはり一応計画の中に

入れておくべきなのか、ちょっと検討していただきたいと思いました。 

         以上です。 

委員長      ありがとうございます。 

         ほかはいかがでしょうか。――私から質問ですけれども、③の〈趣旨〉

のところですが、「子どもたち一人ひとりの学びを支えるため、学校ＩＣ

Ｔの充実等の物的条件整備や、教職員が子どもたちとしっかり向き合う

ことができるように、教職員の働き方改革を推進します。」となっており

まして、最初の「ＩＣＴの充実等」と、「教職員の働き方改革」が、同じ

一文になっているのですが、こちらは、どのように考えられているのか、

少し補足をしていただけますでしょうか。 

         というのは、前回の会議のときに、委員から、学校の環境等につきま

して、ＩＣＴへの対応ですかね、そうした中で環境の、施設や設備との

関連の中での意見もあったかと思います。 

         そうしたことは、働き方改革と同じような形で推進していくのか、別

個で進めていくのかというところかと思います。 

現状は一文となっておりますので、文を分ける方向なのか、やはり働

き方の中で回収していくのかというところについて、〈趣旨〉の説明をし

ていただけたらと思います。 

事務局      ＩＣＴを充実させ、それを使う時間が増えてくると、いろいろな情報

の共有も、教員同士で図れるというところで、先生方が教材を準備する

ですとか、そういった部分での時間を、子どもたちと向き合う時間に使

うことができるようなところも考えまして、ＩＣＴの中での部分、そう



- 13 - 

 

いったところを充実させる中で、働き方につなげられないかと考えて、

ということになります。 

委員長      ありがとうございます。前回お話があったときに、策定委員会の資料

１の６の３つ目で、「タブレット使用時に電話がつながりにくい」という

ご意見があったかと思います。 

         そうしたことは、ネットワークの環境整備の推進につながるのではな

いかと考えられまして、そこの【学校づくり】という内容にかかわるの

ではないかと考えられるのですが、そうしたことも、こちらの基本方針

２、施策の柱③のほうに入っていくという理解でよろしいですか。 

事務局      そのとおりです。 

委員長      ありがとうございます。 

         ほかはいかがでしょうか。 

委員       自分の中でもまとまってはいないのですが、２番の「安全・安心で、

学びを支える学校づくりを進めます」の中の①命を守る教育の推進、で

は、今、「防災教育や防犯教育等」としか書いていなくて、「等」になっ

ているのですが、幅広く言ったら、いじめ問題とかも「命」にかかわる

ことかなと思うので、これだけ書かれていると、防災、防犯だけやって

いればいいのかなと、ちょっと思ってしまうところがあるので、「安全・

安心」と言うのであれば、精神的なところを――何という言葉を入れれ

ばいいかは、今は思いついてはいないのですが、――入れたほうがいい

のではないかと、③は、いろいろなことを結構幅広く言っているので、

①が、ちょっと薄くなり過ぎているのかなというところを感じました。 

         以上です。 

委員長      ありがとうございます。 

         ほかはいかがでしょうか。――よろしいですか。 

（質問、意見等：なし） 

         それでは、次に、〈基本方針３〉「子どもたちの健やかな成長を支える

ため、学校・家庭・地域の連携・協働を進めます」、〈施策の柱〉は２つ

で、①家庭教育の支援、②学校・家庭・地域等の連携・協働の推進、と

なっております。いかがでしょうか。 

委員       最初の〈施策の柱〉の横に書いてある「子どもたちの健やかな成長を

支えるため、子ども・保護者・地域が交流できる機会を設け、学びあい、

安心して子育てができるよう、家庭教育の支援をするとともに、人との

つながりを大切にしながら、学校・家庭・地域の連携・協働を進めます。」

とありますが、「人とのつながりを大切にしながら」というのは、もちろ

ん「学校・家庭・地域の連携・協働」に必要でありますけれども、この
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文章の中で入ってくるのが唐突なような気がして、もし、「人とのつなが

りを大切にしながら」というのを入れるのであれば、１行目の「子ども・

保護者・地域が交流できる機会を設け、人とのつながりを大切にしなが

ら、学びあい、安心して子育てができるよう……」と入れたほうが、何

かわかりやすいのではないかなと感じました。 

委員長      ありがとうございます。 

         ほかはいかがでしょうか。 

副委員長     事務局に、文言について教えていただきたいのですが、〈施策の柱〉の

②学校・家庭・地域等の連携・協働の推進、とありますが、その概要の

最後の文章のところで、「またコミュニティ・スクールと地域学校協働活

動の一体的推進を図ります。」と書いてありますけれども、この「地域学

校協働活動」が指しているものが、ちょっとよくわからない。 

         そもそもこれは固有名詞なのかなと思ったのですが、別に、これの前

のところに出てきている感じではないので、これが何なのかというのが

よくわからないのと、あと、「コミュニティ・スクール」と書いてあると

ころも、これが指しているものが一体何だろうというか、「コミュニティ・

スクール」という用語を見るときに、しばしば混乱しがちですけれども、

やはり「スクール」と書いてあるので、僕は、どうしても学校だよねと

連想してしまうのですが、しばしば学校運営協議会を指しているケース

がありますよね。ですから、これがどちらで使われているのかというの

は、ちょっとわからないので、そこを明らかにしてもらえればと思いま

す。 

委員長      事務局から、補足ございますか。 

事務局      「コミュニティ・スクール」ですけれども、「学校運営協議会」を指し

ている部分になります。学校運営協議会は、学校に設置された会議をす

る協議体になります。そして、地域学校協働活動というのは、その協議

体で話し合われたことについて、実際にどういう動きをするのかという

ような、実際に動きをする部分が地域学校協働活動になります。 

         ですので、協議されたこと、それを実現するために地域で動くこと、

これが両輪となって動くところが一体的推進ということになりますので、

今は、まだ、コミュニティ・スクール（学校運営協議会）は始まったば

かりで、学校に協議体が設置され、話がされている部分ですが、今度は、

地域と連携をする中で、いかに動かしていくかというところが、いま一

つ課題ではありますので、それの推進を図っていきたいというのが、第

４期の計画の中の趣旨として盛り込まれているものになります。 

委員長      ありがとうございます。 
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         ほかはいかがでしょうか。 

委員       〈基本方針３〉の「子どもたちの健やかな成長を支えるため、学校・

家庭・地域の連携・協働を進めます」という部分ですが、恐らく全体も

かかわってくるかなと思いますけれども、下のコミュニティ・スクール

と地域学校協働活動に関しては、基本的には、みんなで子どもたちを支

えているんだというのが、基本的な考え方だと思っています。 

         ですので、この文言の中に、「みんなで支えているんだ」というのを強

くアピールできるような言葉がうまく入るといいのかなと思っています。 

         これは、①家庭教育の支援、にかかわる部分になるかもしれないので

すが、親、保護者からすると、みんなから支えられて、みんなで育てて

いるんだ、自分一人で子どもを育てているわけではなくて、みんなで育

てているんだ、地域で育てているんだという意識を感じられる、子ども

たちから見たときに、みんなから支えられて自分は育っているんだとい

うところが感じられるようなことが、根本的な考え方ではあるかなと考

えていますので、「みんなで」というようなイメージというと、なかなか

難しいですけれども、うまく言葉が伝わるような文言が入れられるとい

いのかなと思いました。 

         以上になります。 

委員長      ありがとうございます。 

         ほかはいかがでしょうか。ほかにご意見や、何かご質問でもよろしい

かと思いますけれども、ございますか。――それでは、私から質問です。

先ほどの質問と、ご意見ともちょっと重なるのですが、「子どもたちの健

やかな成長を支えるため、学校・家庭・地域の連携・協働を進めます」

といった表現にはなっていますけれども、その下のところに、【家庭・地

域】となっているかと思います。 

         そうしますと、家庭や地域での教育といったことが対象となるかと思

うのですが、近年の学校と地域との関係の中で、②にコミュニティ・ス

クールの方針が入っていると理解しております。 

         そうした際に、地域で取り組まれているような教育支援や子どもの活

動支援といったものにつきましては、どのような位置づけになりますで

しょうか。 

事務局      地域でやっている活動なども、大きな３番の②に入ってくることにな

ります。 

委員長      そうしましたら、〈趣旨〉のところに、地域での、そうした教育の活動

ですとか、子どもたちの生活や環境支援といったような、そうした活動

も支援、推進していくというような表現が入っていてもいいのではない
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かなと感じました。 

         理由としては、現在、「学校・家庭・地域」という表現、または「コミ

ュニティ・スクール（地域学校協働活動）」という、学校との関係の中で

の表現となっておりますので、各地域が独自で取り組んでいることです

とか、あるいはこれから進めていくような支援活動を支えていくという

方向性を示すということであれば、そうした地域での活動も②に入るよ

うな表現が、どこかで確認できてもいいのではないかなと感じました。 

         ほかは、何かありますでしょうか。――よろしいでしょうか。 

（質問、意見等：なし） 

         それでは、〈基本方針４〉に入っていきたいと思います。 

〈基本方針４〉、「人生100年時代を見据えた生涯学習社会を目指しま

す」、〈施策の柱〉が５つで、①人生100年時代を見据えた、生涯学習の充

実、②多様な学びを支援する図書館活動の推進、③健康で豊かなスポー

ツライフの推進、④藤沢の文化財や歴史資料の保存・整備と活用、⑤文

化芸術活動の支援、となっております。 

         いかがでしょうか。 

委員       まず、４の〈趣旨〉説明のところに、「公民館・図書館・スポーツ施設

等において」とありますけれども、今回につきましては、令和７年度に、

教育委員会から市長部局に移管される方向で検討はされておりまして、

公民館という名称が変わる可能性がありますので、そこら辺のご配慮を

お願いしたいと思います。 

         なお、資料４「素案」の９ページにも、同様の記載がありますので、

そちらもどうぞよろしくお願いいたします。 

         あと、それと同じですけれども、４行目に、「郷土文化遺産の活用に努

め」とありますけれども、下の〈施策の柱〉のところには、④藤沢の文

化財や歴史資料の保存・整備と活用、とありまして、〈趣旨〉説明の中に

も「適切な保存や継承を図るとともに」とありますので、そこに「郷土

文化遺産の保全・活用に努め」ということで、「保全」を加えていただい

たほうがいいかなと思いました。 

         それから、③健康で豊かなスポーツライフの推進、ですが、「健康で豊

かな」という表現については、人生100年時代を見据えますと、必ずしも

健康な方ばかりとは限らないと思います。そうした中で、持病をお持ち

の方でも、それぞれの体調や暮らしに合わせた豊かなスポーツライフが

あってもよいのではないかと思いますので、例えば〈趣旨〉説明を援用

して、「生涯にわたる豊かなスポーツライフの推進」などのような表現の

ほうが、人に優しいのではないかと感じました。 
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         以上です。 

委員長      ありがとうございます。 

         ほかはいかがでしょうか。 

委員       私、内容については、あまりよく分からないのですが、４の右側に書

いてある〈趣旨〉説明ですけれども、この文章に「。」が一つもないんで

すね。読んでいて、頭が混乱してしまうというか、ゆっくりゆっくり読

まないとわからないので、もうちょっと「。」を、幾つか入れられたらい

いのではないかと感じました。 

委員長      ありがとうございます。 

         ほかはいかがでしょうか。 

委員       ②多様な学びを支援する図書館活動の推進、とありますけれども、近

年、図書館の――学校図書館もそうですけれども、インターネットでの

図書館の活用も広まっているかなと思うので、「図書館」という場所の設

備の整備・充実にとらわれず、言い方は自分も浮かんでいないのですが、

「読書活動」だとか、何かいろいろなところにも向けられるように、施

設の充実等ではなくて、そこからの学びや発見とか、そちらの充実につ

ながるような言い方でもいいのかなと感じています。 

         以上です。 

委員長      ありがとうございます。 

         ほかはいかがでしょうか。――よろしいでしょうか。 

（質問、発言等：なし） 

         それでは、次に進めたいと思います。 

         〈基本方針５〉、「すべての子ども・若者への学びのセーフティネット

を構築します」、〈施策の柱〉は３つで、①教育機会の均等保障、②子ど

も・若者の社会的自立を支援する教育の推進、③互いの違いを認め合う

共生社会をめざし、多様なニーズに応じる学習機会の提供、となってお

ります。 

         いかがでしょうか。 

委員       ③の項目の〈趣旨〉説明のところですけれども、「国籍・民族・文化等

や」ということで出てきますけれども、このところに、「性差」という視

点を入れてもよいのではないかなと考えました。 

         ジェンダーバイアスがかからないようにすることも大事ですし、また、

性的マイノリティーの子どもへの配慮も大切なのではないかと思います

ので、そういう表現ではいかがかなと思いました。 

         以上です。 

委員長      ありがとうございます。 
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         そうすると、今のご意見は、③の〈趣旨〉のところというご意見であ

ったかと思うのですが、全体の５の〈趣旨〉のところにも同様の表現が

ございます。「国籍・民族・文化や」ということで、「等」が入っており

ませんけれども、こちらについてはいかがでしょうか。 

委員       入れていただいたほうがいいのではないかと思います。 

委員長      入れたほうがいいというご意見ですね。 

         ほかはいかがでしょうか。すべての子ども・若者にかかわる施策とな

ってございますので、様々な視点からご意見があるかと存じます。いか

がでしょうか。――私から質問と言いますか、①と③ですけれども、「子

どもたちが、家庭の経済状況等に左右されることなく」という表現が、

①にございます。③に「国籍・民族・文化等や家庭環境の違いなどに左

右されることなく」という表現がございます。両方「左右されることな

く」という表現が入っているのですが、こちらにつきましては、どのよ

うな意味なのか、補足をしていただけますでしょうか。 

事務局      １つ目につきましては、経済的な部分で、例えば高校や大学まで通え

ないですとか、親御さんが幼稚園に預けたいんだけれども、というとこ

ろでの保育園との違いもありますので、こういった金銭的な支援、補助

的な支援をしていくというような趣旨が①になってきます。 

         ③においては、外国から来られる方々が、日本語が理解できずに日本

での生活の不自由さであるとか、教育においても困り感があると、そう

いった方々へ、暮らしやすいように、生活しやすいようにという趣旨で

書かせていただいているところになります。 

委員長      ありがとうございます。 

         そうすると、そうした困難な状況に対して、施策としては支援をしっ

かりしていくという意味ですね。表現として「左右されることなく」と

あると、そういうのに関係なくという意味でも理解されてしまうかなと、

ちょっと思いまして、もう少し市としての施策の方向性が伝わるような

表現が、もしあれば、そういった表現でもいいのかなと感じました。 

         ほかはいかがでしょうか。 

委員       感想になってしまいますけれども、これは、難しいと思っていること

です。〈施策の柱〉の「どんな子どもに対しても学びのセーフティネット

を構築していく」というところは、大変重要なことで、とてもいい柱か

なと思っています。 

         その中で、経済的な支援であったり、それから、子どもたちが学びた

いと思う場所の提供であったりというところで、②、③も、とてもいい

ところだと思っています。 
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         ただ、難しいのは、この前もヤングケアラーの話をさせていただきま

したけれども、そういう機会を市でつくったり、いろいろ働きかけはし

ているところだとは思いますが、結局、保護者の、親の意識というのか、

子どもに教育をきちんと受けさせるという意識の向上が大変難しいと感

じております。 

         ここに入れるということではないのですが、そういう子たちをどのよ

うに救っていくかというところも、どこかで考えられればいいかなと思

いました。 

委員長      ありがとうございます。 

         ほかに、意見や何か感想ですとか、ご質問等ございますでしょうか。 

委員       文言を変更したりとかではないのですが、③互いの違いを認め合う共

生社会を目指し、多様なニーズに応じる学習機会の提供、の部分で、「互

いの違いを認め合う共生社会」というのは、すごく大事だと思うんです

ね。サービスがすごく充実していたとしても、周りがそれを認めていな

いと、そこにどうしても何か弊害が出てしまうような部分もあるのかな

と思うので、「認め合う」というのは、とても大事なことかなと思ってい

ます。 

         全体の〈趣旨〉の部分、一番上のところでも、冒頭に「誰もがお互い

を認め合い、人を思いやることのできる社会をめざし」とあるので、そ

こをとっていただいたのかなと思うのですが、ただ、今回の①、②、③

を見ると、全部、提供していく、こちらは促していくよというのはあり

ますが、「周囲への」、「お互いを」というところの対応というか話の部分

が見えてこなくて、ただ、それをどのように表現したらいいのかという

のも、ここに足していったほうがいいのかどうかというのも、正直難し

いとは思いますけれども、ただ、文言はあるけれども、それの具体的な

手だてはどこにあるんですかとなったときに、ちょっと難しいなと思っ

たので、その部分を、また考えられたりするといいのかなと思いました。 

         以上です。 

委員長      ありがとうございます。 

         ほかはいかがでしょうか。 

（質問、意見等：なし） 

         それでは、全体を通して、追加でご意見ですとか、あるいは質問等ご

ざいましたら、お願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

副委員長     ちょっと戻って、〈基本方針２〉の「安全・安心で、学びを支える……」

のところですが、先ほど木村委員から、いじめの話も入れたらどうかと

いうご指摘があったと思いますけれども、それに関連して、ちょっと考
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えていたのですが、我々も昨今、職場のあり方などいろいろ考えたりす

るわけですけれども、そういうときに、チームでの活動ということを考

えるときに、「心理的安全性」というキーワードが出てくるわけですよね。 

「心理的安全性」、その場にいることで、余計なプレッシャーを与えら

れないとか、安心してその活動の中に入っていけるとか、そういうこと

は非常に重要だと強調されるわけですけれども、それは、大人だけの話

ではなくて、大人だって、当然上司に威圧的な人がいれば嫌なわけで、

それは、子どもにとってはなおさらのことだろうなというのがあります。 

         ですから、そういう意味で、いじめの問題なども、「子どもが安心して

学校で暮らせるのか」ということを考えたときに、やはり児童生徒にと

っての安全性というのもあるし、もう一つ、教職員の働き方改革の話は、

この中に入っているわけですけれども、その働き方改革の話をするとき

に、労働時間の話だけではなくて、教職員にとっての心理的な安全性と

かハラスメント防止とかという視点があったほうが、やはりいいのでは

ないかなというのを、さっき少し思いました。 

         以上です。 

委員長      ありがとうございます。 

         ほかはいかがでしょうか。 

委員       同じところですけれども、〈基本方針２〉の①命を守る教育の推進、の

ところに、コロナのときの感染症対策とか、そういう衛生教育というの

はとても大事だと思うので、表現は思いつかないのですが、そういうこ

とは入れておいたほうがいいのではないかと思いました。 

         以上です。 

委員長      ありがとうございます。 

         ほかはいかがでしょうか。 

委員       この中身というよりも、５番の「子ども・若者」は「39歳まで」とい

うお話でしたけれども、その39歳にしている理由というか、この中で、

支援しているところで39歳までのものがあるから、その年齢にしている

のか、そこを疑問に思ったので、お願いします。 

事務局      39歳というところですけれども、現在、５の「すべての子ども・若者

への学びのセーフティネットを構築します」のうちの②子ども・若者の

社会的自立を支援する教育の推進、という中に位置づけられている事業

の一つで、若年者就労支援事業、その「若年者」が「39歳まで」となっ

ておりまして、それも含めて39歳までの計画と考えております。 

委員       ありがとうございます。 

委員長      ほかはいかがでしょうか。――それでは、私から質問で、２点ござい
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ます。最初、事務局の説明でウェルビーイングについては、〈趣旨〉に入

れるというお話があったかと思います。現状、〈施策１〉の④の〈趣旨〉、

「教育のウェルビーイング向上」という箇所と、もう一箇所、４の全体

の〈趣旨〉のところに「すべての人のウェルビーイング実現に向けた生

涯学習社会」という表現がございます。 

         こちらは、両方とも同じような意味で、「ウェルビーイング」を用いて

いるという理解でよろしいのでしょうか。 

事務局      一応個人のウェルビーイングを確定していきたいというところで、同

じ「個人の」というところになります。 

委員長      ありがとうございます。そうすると、恐らくですけれども、教育のほ

うの、「教育のウェルビーイング向上」と言うほうが、もしかしたら、ち

ょっと伝わりにくいかもしれないなと感じました。何か教育の中で特化

した方針や計画があるのではないかと理解ができるような表現となって

いるかと思います。 

こちらは、④一人ひとりのニーズに対する教育の推進、となっている

かと思いますので、そうした表現とつながるような形で「ウェルビーイ

ング向上」というものが伝わりやすくなるような文章になると、よりい

いのではないかなと思いました。 

         ほかはいかがでしょうか。 

委員       文言については、ここに書いてあるとおりで、もろもろいいかなと思

っております。 

         それで、１番の①確かな学力の向上、とか、最後５番の①教育機会の

均等保障、ということで、不登校生徒等、学校に来ていない、来ること

ができない子とか、何か事情があって、という子たちのことも、どこか

に――私が見逃していて、どこかに書いてあったのかもしれませんが、

そのようなところが書かれているといいかなと思っております。 

         それから、「教員の人材育成」については、自分たちが今まで過ごして

きた仕事の中で、それを、今の子どもたちに伝えていくのですが、もう

ずっとさんざん言われていましたけれども、将来的になくなっていく仕

事がたくさんある中で、今までの知識が役に立つのかどうかということ

が、ちょっと懸念されるところなので、それを、「未来を見据えた研修」

と言うのでしょうか、学校の先生は、研修に行くと、即効で効果がある

ような研修を期待してしまいますけれども、じわじわとしみ込むような

研修を行いながら、将来、子どもたちがどんな未来に向かっていくのか

を考えながら、そういうような、まあ難しいと思いますけれども、いろ

いろな研修が設定されている中で、なかなか時間もなく忙しい中で研修
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に行くのですが、そういう人材育成の方向性もあっていいのではないか

なとは思っています。 

         以上です。 

委員長      ありがとうございます。 

         ほかはいかがでしょうか。――それでは、もう一点、私から質問をさ

せていただきたいと思います。 

         〈趣旨〉の中で、例えばですけれども、３の①家庭教育の支援、また、

４の⑤文化芸術活動の支援、につきまして、両方とも〈趣旨〉の中に、

３の①家庭教育の支援では、「子ども・保護者・地域が交流できる機会を

設け」という表現があります。４の⑤文化芸術活動の支援、におきまし

ても、「市民に広く文化芸術に触れる機会を増やし」という表現がありま

す。 

         こうした「機会を設ける」、「機会を増やす」という表現になっている

理由を、少し教えていただけたらと思います。 

         質問の趣旨としては、例えば「機会や場を設け」という表現も可能か

と思うのですが、場所ではなくて、機会を施策として進めていくという

考えにある背景を、少し教えていただけたらと思います。 

事務局      今、藤井委員長がおっしゃってくださったように、機会だけではなく、

確かに場を増やしていく必要があるように、聞いていて感じましたので、

盛り込んでいきたいと考えています。ありがとうございます。 

委員長      ありがとうございます。 

         ほかはいかがでしょうか。 

委員       てにをは、についてですが、先ほど４の〈趣旨〉のところで、句点が

少ないという意見を言わせていただきましたけれども、それに加えて、

そこの〈趣旨〉のところの３行目の終わりのほうに、「市民一人ひとりの

郷土への愛着を育めるよう」とありますけれども、これは、「市民一人ひ

とりが郷土への愛着を育めるよう」なのか、あるいは「市民一人ひとり

の郷土への愛着が育めるよう」なのではないかなと、何度か読んでいて

思ったのですが、どうでしょうか。突然だと、ちょっとわかりづらいと

思いますけれども。 

委員長      事務局、いかがでしょうか。 

事務局      ご意見ありがとうございます。今、委員がおっしゃったとおり、ここ

の趣旨としては、市民お一人お一人の方が、郷土への愛着を持っていた

だく、育てていただくということ、書いてある趣旨としてはそういうも

のですので、いただいた意見を踏まえて検討させていただきます。あり

がとうございます。 
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委員長      ありがとうございます。 

         ほかはいかがでしょうか。 

委員       かなり細かい部分になるかもしれないですけれども、５の「すべての

子ども・若者への学びのセーフティネットを構築します」の、〈趣旨〉の

ところですが、中に「子どもたち」という言葉は出てきますけれども、

「若者」が入っていないんですね。今、何度か読み直していましたが、

その後の「また、社会的自立をめざすことができるように」といったあ

たりが、恐らく若者に対する施策ではないかと思うんですね。 

         なので、そのあたりを主語というとアレですけれども、誰に向けた施

策なのか、セーフティネットの役割はすごく大事だと思うので、それぞ

れこれから未来ある子どもたち、あと、なかなか社会に出て行けなかっ

た若者たちが社会的自立をめざしていけるようにするセーフティネット

という意味合いをしっかり出したほうがいいのかなと思いました。 

         以上になります。 

事務局      ありがとうございます。そのあたり、盛り込めるように検討してまい

りたいと思います。 

委員長      ありがとうございます。 

         ほかはいかがでしょうか。――もう一点質問ですが、③互いの違いを

認め合う共生社会をめざし、多様なニーズに応じる学習機会の提供、と

なっております。こちらにつきまして、こうした「共生社会の実現」と

いうことと、「学習機会の提供」ということが一つになっているかと思う

のですが、その理由が何かありますか。 

事務局      「多様なニーズに応じる環境・機会を提供していく」というところが、

〈趣旨〉にもあります。いわゆる様々な環境に置かれている子どもたち・

若者と一緒に過ごしていく中で、「互いの違いを認め合う共生社会」を理

解していくことにも通ずるというところで載せております。 

委員長      ありがとうございます。「互いの違いを認め合う共生社会を実現して

いくような施策のすべてが学習機会になる」という点につきまして、そ

れぞれを少し分けて表現をするといったような方向も考えられるのでは

ないかと思いました。 

         ほかはいかがでしょうか。――追加で、ちょっと質問ですけれども、

「子どもの社会参加」というのが、ここの中だと入るのでしょうか。も

し入るとしたら、どのあたりに入るかとかございましたら、補足でお願

いできますか。 

事務局      「子どもの社会参加」につきましては、こちらは想定していないとこ

ろでもございまして、教育振興基本計画というよりか、どちらかという



- 24 - 

 

と、学校を中心としたところで計画全体を考えていたところもあります。

ただ、「子どもの社会参加」というのは、今、大人と触れて社会を知ると

いう考え方も言われているところでございますので、ご意見を踏まえま

して、そのあたりの位置づけも踏まえて検討させていただければと思い

ます。ありがとうございます。 

委員長      はい。 

         ほかの委員の皆様方からご意見、感想等ございますでしょうか。 

（意見、感想等：なし） 

         それでは、今出していただきましたご意見を反映しながら、基本的な

方向性につきましては、ご提案の検討案の形で、細かい修正等につきま

して、さらに検討をしていただくことになるかと思います。 

         また、表現や、「など」が漢字になっているところと平仮名になってい

るところなどございますので、そうした点を、もう一度見直していただ

きまして、細かい修正等もお願いできたらと思います。 

         それでは、多くのご意見を反映させながら、全体の方向性としてはご

提案いただきました方向で進むことになるかと思います。 

 

 （２）素案について 

  

委員長      それでは、次に（２）の「素案について」、説明をお願いいたします。 

事務局      それでは、「素案について」ということで、資料４をごらんください。 

         「第４期藤沢市教育振興基本計画策定 素案」となっております。 
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       体系図 

     １ 基本理念 

     ２ ３つの目標 
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     ３ ５つの基本方針と施策の柱 

 

ということで記載させていただいております。 

 なお、その下は書かれておりませんが、第Ⅴ章におきましては、基本

方針ごとの実施事業を掲載する予定でございます。 

 第Ⅰ章から順に始まっておりますけれども、第３期計画を参考にしな

がら記載させていただいております。 

 事前に送付させていただいた中でもご説明差し上げましたが、例えば

４ページですと、バックがグレーになっているところが、今回新しく加

筆や修正をした部分になってございます。グレーが入っていないところ

が、第３期と同じ文言が入っているところになりますので、こういった

ところも見ていただきながら、構成がこういった形でよいかというとこ

ろ、また、中身につきまして、何か御意見がありましたら、いただけれ

ばと思います。 

 よろしくお願いいたします。 

委員長      ありがとうございました。 

         それでは、事務局で作成いただきました、今のご説明に対し、何かご

意見やご質問ございますでしょうか。 

「素案」についてとなりますので、資料４の全体につきまして、ご質

問やご意見がございましたら、お願いいたします。 

委員       ８ページの上から５行目あたり、「不登校児童生徒に対して、課業時間

内に学習指導員が学校の別室等で指導を行えるよう」の部分ですけれど

も、「学習指導員」という言い方と、ホームページを見ると「学習支援員」

という言い方も、今までしていると思いますが、私個人としては、別室

で支援するほうの印象が強いのかなというところで、「学習指導員」にし

た理由を聞かせていただければと思います。 

事務局      教育委員会の事業が「学習支援事業」ではありますけれども、派遣し

ているのは「学習指導員」という言い方をしていたので、ここにこのよ

うに書いてありますが、今、県からは「学習支援員」が中学校に配置さ

れていたりというのもあるので、この辺は、確かに「支援」という意味

合いが強いと思うので、そちらの方向で整理していくようにしていきた

いと考えます。 

委員長      ほかはいかがでしょうか。 

委員       ９ページの１行目ですけれども、前のページから行くと、「また、近年

の猛暑に対応するため、空調設備を特別教室へ設置することや、老朽化

による更新を順次行うとともに」とありますけれども、特別教室へ設置
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するということは、ほかの教室は行われているというのが大前提で考え

てよろしいのでしょうか。 

事務局      今、学校は、普通教室（毎日勉強をする自分の教室）には、空調は全

部入っていまして、特別教室にも、一部使用頻度の少ないところは、ま

だ入っていないところがございますので、そのあたりは、既に設置して

ある特別教室の空調の更新に併せて全室に配置するようなことを考えて

います。 

委員長      ほかはいかがでしょうか。 

委員       ９ページの真ん中あたりですが、ＤＸはデジタル・トランスフォーメ

ーションだと思いますけれども、ＤＸと言ってわかる方は少ないと思い

ます。これは、多分全体に提示するものだと思うので、補足等を入れる

配慮をお願いしたいと思います。 

事務局      それぞれのページの下に注釈は入れる予定でございますので、そこで

補足していきたいと思います。 

委員長      ありがとうございます。 

         ほかはいかがでしょうか。――こちらの「素案」ですけれども、先ほ

どの資料３の際に、各委員から出た意見等を反映して、また修正等が事

務局でなされるという理解でよろしいでしょうか。 

事務局      そのとおりです。 

委員長      ほかはいかがでしょうか。――今ちょっと拝見して、例えば９ページ

の「教職員の働き方改革の推進」ですけれども、こちらでは網かけとい

いますか、グレーになっている部分で、「更なるＤＸ化の工夫が求められ

ています。」のところですが、環境の整備や、そうしたところがスムーズ

に進んでいくような表現が入っていてもよろしいかなと思いました。 

         ほかはいかがでしょうか。 

委員       11ページの11の「地域の見守り活動」のところですけれども、これは、

登校指導とか登校の見守りとかも含めてという形ですか。 

事務局      そういったものを含めてとなります。 

委員       ありがとうございます。 

委員長      ほかはいかがでしょうか。 

委員       かなり細かい部分、どちらかというと個人の立場に近いところでの部

分にはなりますけれども、７ページの３の一番最後のところ、「生成ＡＩ

の登場に伴い、その使徒や情報の信憑性等における情報リテラシー教育

に」という部分がありますが、前回の部分と比較してみましたけれども、

「情報リテラシー」に関する言及は、前回はなかったのではないかと思

います。 
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         それで、この５年間ぐらいの感じだと思いますが、そこの間で、生成

ＡＩ以外にも全体に入っているＧＩＧＡスクール構想のところの端末、

子どもたちが持っている端末が、ネットワークにつながっているという

ところが、大きく変わった部分ではないかなと感じています。ある意味

では、インターネットに接続している端末が、子どもたち全体に配られ

ている、子どもたちが、インターネットに接しているという部分がある

のかなと、そういう感じがあります。 

         そういう意味では、生成ＡＩだけではなく、子どもたちがインターネ

ットに接しているのが当たり前だというところを含めて、情報リテラシ

ー教育は、より注力していかなければいけない部分ではないかなと感じ

ました。 

         以上になります。 

委員長      ありがとうございます。 

         ほかはよろしいですか。 

（質問、意見等：なし） 

         それでは、ありがとうございました。 

         事務局で、委員の皆様からいただいたご意見を反映させる形で「素案」

の作成、修正をお願いいたします。 

         

 （３）その他 

 

委員長      それでは、次に（３）の「その他」ですが、事務局よりお願いいたし

ます。 

事務局      資料５になります。「こどもの意見について」ですけれども、こども家

庭庁がすすめる「こどもまんなか社会」において、こども基本法に基づ

くこども施策の策定等を行う際に、こどもの意見を反映させなければな

らない、とされております。 

         そこで、今回、教育振興基本計画の策定の趣旨をご理解いただいてい

る策定委員のうち、川邊校長先生と小澤校長先生のご協力を得まして、

当該校において、アンケート調査を実施しております。 

         そのアンケート内容が、資料５で、「教育振興基本計画におけるこども

の意見について（小）」と書かれているのが小学校向け、２枚目の「教育

振興基本計画におけるこどもの意見について（中）」というのが中学生向

けとなっています。 

         質問の１は「みんなが楽しいと思う学校は、どんな学校ですか。また、

どんな学校にしたいですか。」につきましては、≪共生社会（違いを認め
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合う）、学校生活や学習内容≫などの視点で見ております。 

         ２の「自分もみんなも幸せな生活を送るためには、どんなことが必要

だと思いますか。」については、≪ウェルビーイング≫の視点を見ている

ことになります。 

         ３の質問に関しましては、小中で質問の内容は変更をしております。 

小学生は、「地域のイベントで、こんなイベントがあったら参加したい

なと思うものを教えてください。」ということで上げていますが、中学校

は２枚目、下の３です。「あなたは地域の一員として、地域のために何が

できると思いますか。どんな場面でどのような協力ができるか、具体的

に教えてください。」としておりますが、ともに視点としては、≪進んで

地域社会づくりに参画、世代を越えたつながり≫という視点になってお

ります。 

         なお、今回、Googleフォームによるアンケートをとりまして、こちら

（資料の図を提示）のような図で、たくさん出てきた言葉が大きく、少

なかった言葉は小さく表現されるようなものがございますので、こうい

った形でまとめていきたいと思っております。 

         事業でかかわる課とも共通理解を図り、第４期計画を進めるときの指

標としていきたいと考えております。 

         よろしくお願いいたします。 

委員長      ありがとうございます。 

         今の説明に対し、ご質問またはご意見ございますでしょうか。――そ

れでは、私から質問ですけれども、これは、大体いつ頃、子どもたちに

アンケートを実施することになりますか。 

事務局      ６月中旬から下旬に、各校に出しておりまして、小学校は、６月中に

アンケートを実施していただいております。中学校は、７月５日を締め

切りという形でご協力いただいていて、まさにアンケート中ということ

になります。 

委員長      そうすると、もう既にアンケートを実施しているという状況ですね。 

事務局      はい。 

委員長      ほかにご質問、ご意見ございますでしょうか。 

委員       質問ですけれども、自分は中学の教員をやっているので、中学のほう

での質問になります。 

３番のところもそうですけれども、このアンケートを答えるに当たっ

て、例えば「何ができると思いますか」というところで、調べるとかと

いうのは、いいというか許容範囲ですかね。自分はやったことはないけ

れども、これができるとか、あれはあるのかなと調べてみることが、ま
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ずできるのかなと思ったので、そこを教えていただければと思います。 

事務局      一応ネット環境がつながる中で行ってはいるので、調べることは可能

かなと思ってはおりますが、ただ、今の自分の生活から見てどうかとい

うところなので、答えられないところも、こちらとしては想定している

部分です。 

地域に何ができるか、考えるきっかけを、どこかで持たなければいけ

ない、考えさせる機会を持たさなければいけないと思いますので、こち

らの事業として、答えられないといった部分を、考えるきっかけにはし

ていきたいと思っております。 

委員       ありがとうございます。 

         あと、もう一点、先ほど見せていただいたＡＩの集約の、あれは、自

分も何度か使って学級通信等でも使ったりしていますけれども、多少言

葉の制限というか、そういうのをしていかないと、似たようなワードで

も、大分違うものとして捉えられて、結局、ここに小さく同じような文

言があるけれども何が違うの、だったりとか、こちらが意図したように

反映されなかったりとか、様々苦労をしたことがあったので、そういう

回答をしてもらう際の制限というか、もし何かあったりするならば、そ

れも事前に言っていただけると、すごくありがたいなと思いました。な

ければ、そのまま自由に書かせてもいいかなと思いますけれども。 

         以上です。 

委員長      ありがとうございます。 

         1点教えていただきたいのですが、中学校の質問項目の３番目は、「地

域のために何ができると思いますか」と尋ねていて、実際には、「地域活

動の何に参加しているのか」ということは尋ねていないという理解です

か、それでよろしいですか。 

事務局      そのとおりです。 

委員長      ほかはいかがでしょうか。――よろしいですか。 

（質問、意見等：なし） 

         ありがとうございました。 

         それでは、委員の皆様から、全体を通してですとか、ほかに何か御意

見やご質問ございますでしょうか。――よろしいですか。 

（質問、意見等：なし） 

 

 ２ その他 

 

委員長      それでは、「次第」の２の「その他」に移ります。 
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         次回の会議期日を決めたいと思いますが、７月10日の水曜日、午前10

時から、傍聴者の定員は10名、場所は、本日と同様、藤沢市役所本庁舎

３階、３－３会議室にて開催ということでいかがでしょうか。 

（「異議なし」の声） 

÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷ 

委員長     それでは、これをもちまして、本日の会議を終了させていただきます。 

        お疲れさまでした。 

一同      お疲れさまでした。 

 

午後４時46分 閉会 

 


